
　

明
治
30
年
、
森
知
幾
に
よ
っ
て
創
刊
さ
れ
た

「
佐
渡
新
聞
」
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
佐
渡
で

最
初
の
本
格
的
な
新
聞
で
、
最
盛
期
に
は
発
行
部

数
が
2
，0
0
0
部
に
達
し
、
昭
和
15
年
の
廃
刊
ま

で
約
43
年
に
わ
た
り

発
行
さ
れ
ま
し
た
。

森
知
幾
は
相
川
下
戸

炭
屋
浜
町
の
生
ま
れ

で
、
「
佐
渡
新
聞
」

の
発
行
所
は
相
川
下

町
に
あ
り
ま
し
た
。

　

新
聞
に
は
、
佐
渡

鉱
山
ス
ト
ラ
イ
キ
の

記
事
な
ど
、
佐
渡
鉱

山
や
相
川
に
関
す
る

記
事
を
は
じ
め
、
島

内
各
所
で
起
き
た
出

来
事
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
近
代
化
さ
れ

て
ゆ
く
佐
渡
鉱
山
や

島
の
暮
ら
し
が
窺
え

る
大
変
貴
重
な
資
料

の
ひ
と
つ
で
す
。
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第18号の予告

◆活動報告　ほか 

次回11月25日
刊行予定

2015年9月25日発行

第17号 10 月18日(日)
13:00～17:00

世界遺産国際シンポジウム
「佐渡金銀山の
　　　価値を世界へ」

相川金銀山

西三川砂金山

親子で歩く佐渡金銀山
［相川編］
佐渡金銀山現地ツアー
（第２回）

イベント名

講演会

現地
見学

開催日時 会場 備考

世界遺産推進課　10月のおもなイベント予定 佐渡金銀山に関連したイベント予定をお知らせします。

申込み先・問合わせ窓口　①国際シンポジウム：新潟県文化行政課 世界遺産登録推進室（電話025－280－5726）
　　　　　　　　　　　   ②そのほかイベント：佐渡市世界遺産推進課 登録推進係(電話0259－63－5136)

10月4日（日）
9:00～12:00

10月24日(土)
9:00～12:00

参加無料／要事前申込
／定員になり次第締切

参加無料／要事前申込
／定員になり次第締切

「佐渡新聞」（明治32年1月15日）
 ※新潟県立文書館所蔵のマイクロフィルムを複写したものが佐渡市立中央図書館に所蔵されている

↑「佐渡新聞」（明治32年1月15日）抜粋

イイノホール&カン
ファレンスセンター
（東京都千代田区
内幸町２丁目1－1）

入場無料／要事前申込（先着
500名）／パトリック・マーチ
ン氏（国際産業遺産保存委
員会会長）、西村幸夫氏（日
本イコモス国内委員会委員
長）による基調講演 ほか

もうすっかり秋ですね。
にゃんじーは「読書の秋」のようです。
ミステリー小説がマイブームで、
気分は“名探偵にゃんじー”です。
奥深い佐渡の魅力を探求中です。

実はにゃんじーの足跡

見
覚
え
あ
る

足
跡
だ
に
ゃ
ー

「
佐
渡
新
聞
」か
ら

　
　
近
代
の
相
川
を
見
る

相
川
地
区
国
重
要
文
化
的
景
観
の
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
定
答
申

　

今
年
６
月
、相
川
市
街
地
の
重
要
文
化
的
景
観（
国

の
文
化
財
）へ
の
選
定
を
、国
の
諮
問
機
関
が
答
申
し

ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、今
年
秋
ご
ろ
、正
式
に
、相
川

市
街
地
の
景
観
が
国
の
文
化
財
と
な
り
ま
す
。

重
要
文
化
的
景
観
選
定
記
念

　
　
　
　
　
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

　

今
年
11
月
1 

日
㈰
、
相
川
地
区
が
重
要
文
化
的
景

観
に
選
定
さ
れ
る
こ
と
を
記
念
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
、「
国
史
跡
佐
渡
奉
行
所
跡
」に
て
開
催
し
ま
す
。東

京
大
学
名
誉
教
授
・
篠
原
修
先
生
や
長
岡
造
形
大
学

教
授
・
木
村
勉
先
生
に
、
相
川
の
歴
史
的
な
景
観
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
く
ほ
か
、
世
界
遺
産
や
相
川

に
関
連
し
た
展
示
な
ど
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
当
日
に
は
、「
佐
渡
金
銀
山
世
界
遺

産
登
録
祈
念
茶
会
」も
同
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

９
月
中
に
、
詳
細
を
示
し
た
宣
伝
ポ
ス
タ
ー
や
チ

ラ
シ
を
市
内
に
掲
示
、配
布
予
定
で
す
。

む
な
か
た

お
き
の
し
ま

「佐渡鉱山全景案内」（昭和７年  相川郷土博物館所蔵）

佐渡金銀山佐渡金銀山
H３０年 世界文化遺産登録を目指してH３０年 世界文化遺産登録を目指して

　

７
月
28
日
、
国
の
文
化
審
議
会
か
ら
、
平

成
29
年
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
の
候
補
地
と

し
て
、
福
岡
県
の
「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連

遺
産
群
」
を
推
薦
す
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
佐
渡
金
銀
山
の
平
成

29
年
の
登
録
は
見
送
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
が
、
次
の
平
成
30
年
の
登
録
を
目
指

し
、
新
潟
県
と
佐
渡
市
は
引
き
続
き
取
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
３
月
に
は
、
世
界
遺
産
登
録
に
必
要

な
「
推
薦
書
」
の
原
案
を
国
へ
提
出
し
、
佐

渡
金
銀
山
の
世
界
遺
産
登
録
に
む
け
た
約
20

年
に
わ
た
る
活
動
も
、
よ
う
や
く
大
き
な
局

面
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
号
の
「
あ
い
か
わ
ら
ば
ん
」
で
は
、
佐

渡
金
銀
山
の
世
界
遺
産
登
録
に
む
け
た
、
こ

れ
ま
で
の
取
組
み
や
今
後
の
計
画
を
、
遺
産

の
保
護
や
整
備
に
関
す
る
事
柄
を
中
心
に
ご

報
告
し
ま
す
。　
　
　
　

（
２
・
３
面
へ
）
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大
勢
の
皆
さ
ま
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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①
調
べ
る

　

発
掘
調
査
や
文
献
資
料
な
ど
の
記
録
類
の

分
析
を
、継
続
し
て
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

例
H
25 

鶴
子
荒
町
遺
跡
発
掘
調
査（
江
戸
時

代
初
め
の
銀
製
錬
炉
を
発
見
）／
H
26 

西

三
川
砂
金
山
跡
発
掘
調
査
／

H
27 

上
相
川
地
区
分
布
調
査

（
江
戸
時
代
に
山
師
が
暮
ら
し

た
場
所
や
製
錬
所
跡
の
調
査
）

②
守
る・活
か
す

　

遺
跡
を
保
護
し
つ
つ
、見
学
者

に
も
そ
の
価
値
が
伝
わ
る
よ
う
に

公
開
す
る
に
は
、ど
の
よ
う
な
方

法
が
ふ
さ
わ
し
い
の
か
、専
門
家

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
と
に
計
画
づ

く
り
を
し
て
い
ま
す
。

◆
価
値
を
知
ら
せ
る
取
組
み

　

イ
ベ
ン
ト
開
催
（
見
学
会
、
講
演
会
、

清
掃
活
動
な
ど
）
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
報

告
書
の
発
行 

な
ど

◆
海
外
専
門
家
の
評
価

　

こ
れ
ま
で
ヨ
ー
ロッ
パ
や
ア
ジ
ア
各
国
の
専
門
家
が
佐
渡
を
視
察
し
、ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
世
界
遺
産
登
録
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル（
最
短
）

平
成
２８
年 

国
内
推
薦
決
定

平
成
２９
年 

推
薦
書
を
ユ
ネ
ス
コ
に
提
出
・
海
外
専
門
家
に
よ
る
現
地
調
査

平
成
３０
年 

世
界
遺
産
登
録

 

　
（
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
委
員
会
に
て
登
録
を
決
定
）

専
門
家
の
コ
メ
ン
ト

「
佐
渡
の
よ
う
に
鉱
山
技
術
が
時
系
列
的
に
保
存
さ
れ
、
文
献

史
料
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
鉱
山
は
世
界
の
ど
こ
に
も
な
く
、

国
際
的
に
も
重
要
な
鉱
山
」

「
佐
渡
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
は
金
銀
を
長
期
に
わ
た
り
産
出

し
て
き
た
点
」

遺　跡

①
調
べ
る

　

文
献
資
料
や
現
地
調
査
に
よ
り
、鉱
山
町

の
歴
史
や
景
観
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

例
H
20
〜
22 

西
三
川
文
化
的
景
観
保
存
調

　

査
／
H
22
〜
25 

相
川
文
化
的
景
観
保
存

調
査

②
守
る・活
か
す

　

特
徴
的
な
建
物
や
構
造
物
、河

川
、小
路
等
を
一
体
的
に
守
る
こ
と

で
鉱
山
町
の
景
観
を
継
承
し
て
い

き
ま
す
。ま
た
、景
観
の
特
徴
を
知

ら
せ
る
た
め
の
案
内
誘
導
看
板
な

ど
も
設
置
し
ま
す
。

景　観

その他

①
調
べ
る

　

建
物
の
歴
史
や
傷
み
の
度
合
い
な
ど
を
調

査
し
、修
理
方
針
を
定
め
て
い
き
ま
す
。

例
H
15
〜
19 

旧
佐
渡
鉱
山
近
代
化
遺
産
建

 

造
物
群
調
査
／
H
22
〜 

鉱
山
町
の
木
造
家

屋
調
査

②
守
る・活
か
す

 

鉱
山
に
関
連
し
た
建
物
は
、木

造
、レ
ン
ガ
造
、鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
、そ
れ
ぞ

れ
に
合
っ
た
保
護
や
管
理
を
図
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、修
理
し
た
建
物

を
公
開
す
る
な
ど
の
活
用
も
順

次
進
め
て
い
き
ま
す
。

建造物

～遺産を守って活かす～取 組 み 紹 介

遺
跡
、建
造
物
、景
観
の

調
査
成
果
か
ら
、佐
渡
金

銀
山
の
価
値
や
魅
力
を

総
合
的
に
分
析
し
、明
ら

か
に
し
て
い
き
ま
す
。

建
物
調
査
を
通
し
て

佐
渡
鉱
山
が
ど
の
よ
う
に

発
展
し
て
い
っ
た
の
か
、

そ
の
歴
史
を

明
ら
か
に
し
て
い
き
ま
す
。

現
在
は
、

初
期
鉱
山
町
の

上
相
川
地
区
に
残
さ
れ
た

地
形
や
道
具
、

石
造
物
の
分
布
状
況
を

調
べ
て
い
ま
す
。

鉱
山
町
の
歴
史
あ
る

景
観
を
維
持
・
継
承
し
て

い
く
た
め
の

仕
組
み
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

担当 アイバ担当 ヤマグチ

担当 ウサミ

探検家
にゃんじー

上相川地区の調査（平成27年） 専門家視察（平成27年）地元説明会（平成26年） 案内誘導看板の設置を検討（平成27年）

専門家視察（平成25年） 鉱山社宅の調査（平成27年）


